
持続可能な観光地を目指して…



田辺市概要

■ 面積…1026.77k㎡

※和歌山県の22％ 近畿で一番広い面積の市

■ 人口…約80,000人

田辺市へのアクセス

■ 電車…JR新大阪駅から紀伊田辺駅まで約2時間

■ 自動車…大阪から阪和自動車道経由で南紀田辺イ
ンターチェンジまで約140km 約１時間30分

■ 飛行機…羽田空港から南紀白浜空港まで約70分南
紀白浜空港から路線バスで紀伊田辺駅まで約40分

田辺市の概要

★



■田辺市ってどんな観光地？ 田辺市のセールスポイントは？

【キーワード①】

・ 世界遺産 ・ 温泉 ・ 自然 ・ 人物 ・ 産物 ・ 体験

田辺市の観光・産業



■２００５．０５．０１ 市町村合併により、新田辺市誕生

・ 旧龍神村、旧中辺路町、旧大塔村、旧本宮町、旧田辺市

■２００５．０９．１２ 田辺市観光協会連絡協議会設立（田辺市内の５観光協会で構成）

■２００６．０４．０１ 田辺市熊野ツーリズムビューロー設立

・ 上記連絡協議会から発展的にビューローへと移行

・ 新田辺市における官民協働の先駆け事業として位置付け

（社）龍神
観光協会

龍神行政局 大塔行政局

中辺路町
観光協会

大塔
観光協会

熊野本宮
観光協会

田辺
観光協会

本宮行政局 観光振興課
田辺市役所
各部・課・室

田辺市熊野ツーリズムビューロー

中辺路行政局

田辺市熊野ツーリズムビューローの経緯



• 「マス」より「個人」

観光戦略の基本スタンス

持続可能で質の高い観光地「田辺市」！

• 世界に開かれた「上質な観光地」に
⇒ インバウンドの推進

• 「ブーム」より「ルーツ」

• 「乱開発」より「保全・保存」







Brad Towle ブラッド トウル

国際観光推進員



ローマ字 Kana Hepburn Kunrei-shiki Nihon-shiki

うう ū û û
おう, おお ō ô ô
し shi si si
しゃ sha sya sya
しゅ shu syu syu
しょ sho syo syo
じ ji zi zi
じゃ ja zya zya
じゅ ju zyu zyu
じょ jo zyo zyo
ち chi ti ti
つ tsu tu tu
ちゃ cha tya tya
ちゅ chu tyu tyu
ちょ cho tyo tyo
ぢ ji zi di
づ zu zu du
ぢゃ ja zya dya
ぢゅ ju zyu dyu
ぢょ jo zyo dyo
ふ fu hu hu

Rōmaji
Rômazi
Romaji
Roumaji
Roomazi
Roomadi
Rohmaji



大塔

・ Ootou ・ Otoh
・ Outou ・ Ohto
・ Ohtoh ・ Ôto
・ Otou ・ Ōto

Oto

熊野本宮大社

・ Kumano Great Shrine
・ Hongu Shrine
・ Hongu Grand Shrine
・ Hongu Taisha Shrine
・ Kumano Great Taisha
・ Kumano Hongu Taisha

など19通り

Kumano Hongu Taisha
（Shrine）

表記



情報整理・発信 （パンフレット ）



情報整理・発信 （ウェブサイト ）

■ホームページでの情報発信（６言語対応）

・日本語

・英語

・フランス語

・中国語

・韓国語

・スペイン語



・宿泊関係者

・交通関係者（JR・バス会社）

・観光案内所スタッフ

・市内5観光協会スタッフ

・田辺市役所観光関係担当者

・熊野本宮大社（神職・巫女）

■延べ60回以上の
セミナー・ワークショップ

現地のレベルアップ（セミナー・現地研修）



現地のレベルアップ
（周辺マップ / ホテル案内「指差しツール」）



現地のレベルアップ（バス時刻表）

例）発心門王子（HOSSHINMON-OJI）



現地のレベルアップ（看板整備）



現地のレベルアップ（看板整備）



現地のレベルアップ（看板整備）



現地のレベルアップ（看板整備）



現地のレベルアップ（看板整備）



国際観光推進機構 JNTO

現地のレベルアップ（看板整備）



現地のレベルアップ（看板整備）



■世界遺産 熊野本宮館

現地のレベルアップ（展示標記）



現地のレベルアップ（音声ガイド）



■着地型観光（メリット）＆ビューローのサポート体制

着地型旅行業

■施設との契約状況 （２０１５．９月末現在）

宿泊施設 語り部・体験他 交通機関 ・飲食店他 合計

96 21 16 133

・ 手数料等が着地（地元）に落ちる

・ 着地（地元）の現地情報やネットワークを

活かしたきめ細かなサポート

・ 雇用の創出

・ FIT（外国からの個人旅行者）対応

・ 旅行手配をワンストップで！

・ 市域、県域を越えた旅をサポート



着地型旅行業

年度
利用件
数
（web）

うち海外
利用件数
（web）

利用者
数
（web）

うち海外
利用者数
（web）

売上げ（円）
（web）

23年度 478
（238）

136
（110）

1,907
（451）

291
（188）

約40,000,000円
（約7,100,000円）

24年度 1,240
（991）

754
（726）

2,622
（1,572）

1,159
（1,054）

約45,500,000円
（約29,300,000円）

25年度 2,306
（1,882）

1,535
（1,426）

5,008
（2,875 ）

2,405
（2,030）

約90,000,000円
（約58,400,000円）

26年度 3,299
（2,828）

2,340
（2,218）

6,687
（4,153）

3,569
（3,064）

約144,550,000円
（約97,700,000円）

■売上げ状況

26年度を見てみると…

◇海外の利用件数が全体の71％

◇売上げ全体の68％がネットからの予約

◇海外のお客様の86％がネットからの予約



■予約利用状況 （２０１４．０４～２０１５．０３ ） ※ネット利用のみ

日本
オースト
ラリア

アメリカ イギリス スペイン フランス ドイツ カナダ その他

21％ 14％ 11％ 7％ 7％ 6％ 4％ 4％ 26％

◇設立当初から欧米豪をターゲットとした戦略

【国別予約状況】49ヶ国

着地型旅行業

◇本宮エリアを中心に「世界遺産（熊野古道）」への予約が85％

本宮 中辺路 那智勝
浦

田辺
熊野川・
新宮

高野山
十津川他
（奈良） 龍神 白浜

その
他

35％ 26％ 11％ 10％ 7％ 5％ 2％ 1％ 1％ 2％

【利用施設エリアデータ】

◇豪州・東南アジアの増加 ・LCCの影響 ・旅行形態の変化マス→個人
◇１人あたりの泊数 2.3泊（国内１.4泊 海外2.6泊）
◇１人あたりの単価 23,525円（国内12,422円 海外27,471円） ※外国人の客単価は日本人の約2.2倍
◇平均泊数及び単価ともに25年度よりアップ。広域での提案が出来てきている




